
 

第６章 教育機関・施設の状況

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕 

 中央公民館  
 上田公民館  
 河南公民館  
 都南公民館  
 西部公民館  
 渋民公民館  
 松園地区公民館 
 見前地区公民館  
 飯岡地区公民館  
 乙部地区公民館  
 好摩地区公民館  
 玉山地区公民館  
 薮川地区公民館  
 市立図書館  
 都南図書館  
 渋民図書館  
 区界高原少年自然の家  
 子ども科学館  
 姫神ふるさと学習センター 

 

〔 Ⅱ 社会体育機関・施設 〕 

 市営野球場  
 太田橋野球場  
 渋民野球場  
 盛岡体育館  
 都南体育館  
 飯岡体育館  
 乙部体育館  
 好摩体育館  
 都南中央公園プール  
 盛岡市立総合プール  
 アイスアリーナ  
 屋内ゲートボール場  
 武道館  
 弓道場  
 屋外スポーツ施設 

太田テニスコート  
松園テニスコート  
綱取スポーツセンター 
東中野運動広場  
乙部運動広場  
生出スキー場  
玉山運動場  
好摩相撲場  
好摩テニスコート 
つなぎ多目的運動場 

 盛岡南公園球技場  
 
 
 
 

 
 渋民運動公園 

総合体育館  
野球場 
陸上競技場  
テニスコート  
Ｂ＆Ｇ海洋センタープール  
屋内相撲場  

 つなぎスポーツ研修センター 
 

〔 Ⅲ 学校施設開放 〕 

 学校体育施設開放  
 

〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕 

 原敬記念館  
 先人記念館  
 石川啄木記念館 
 遺跡の学び館  
 もりおか歴史文化館 
 都南歴史民俗資料館  
 玉山歴史民俗資料館  
 盛岡劇場 
 都南文化会館 
 市民文化ホール 
 渋民文化会館 
 志波城古代公園  
 盛岡てがみ館  
 

〔 Ⅴ 指定管理者の状況〕 

 指定管理者の状況
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 〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

 

盛岡市中央公民館

１ 所在地

・盛岡市愛宕町 番 号

・ （ ） － （代）

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年，岩手県が南部家別邸内に「岩手県産業文化

館」を設置。 年に盛岡市に移管され「盛岡市産業文化

館」として発足。 年には南部氏から公民館敷地を買い

上げ， 年 月には本館（現別館），太田分館，青山分館，

児童館，郷土資料館及び白芳庵からなる施設を統合し「盛

岡市公民館」となる。 年の重要文化財旧中村家住宅の

移転などを経て， 年 月に本館が完成。「盛岡市中央公

民館」として現在に至っている。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造・延床面積 鉄筋コンクリート瓦葺（一部木造）地下 階，地上 階，別館平屋建

延 ㎡（旧中村家住宅を除く）

４ 設備の概要

・本館 講堂，大会議室，和室，控室，創作展示室，ラウンジ，中会議室，事務室

第 講義室，第 講義室，視聴覚室，図書室，母と子の読書室

古文書庫

実習室（調理，絵画，工作工芸，被服，科学技術），リハーサル兼音楽室，研修室

・企画展示室（本館に接続） 階・ 階 ㎡（ 室合計）

・別館 和室，大広間，結婚式場，控室

・別棟 白芳庵（ ㎡），愛宕亭（ ㎡），聖風閣（ ㎡），旧中村家住宅（ ㎡）

・分館 太田分館（太田地区活動センター内）

５ 利用案内

・開館時間 火曜日～土曜日 午前 時～午後 時（図書室は午後 時まで）

日曜日・祝日 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始，館内整理日

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計（延） 結婚式 開館日数

年度
回数

組 日
人数

年度
回数

組 日
人数

年度
回数

組 日
人数
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市上田公民館
１ 所在地

・盛岡市上田四丁目 番 号

・ （ ） － （代）

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート地下 階，地上 階

延 ㎡

４ 設備の概要

・ 創作展示室，ホール（可動椅子 席分），コミュニティルーム，ロビー，美術工芸室，談話室，託児室

・ 第 集会室，第 集会室，視聴覚室，リハーサル室，調理実習室，和室（ ）

・ 図書室，会議室

５ 開館時間・休館日

・開館時間 平 日 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

日曜日 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度

時間別 人） 目的別 人）

開
室
日
数

午
前

午
後

計

図
書
・
新
聞
閲

覧 新
聞
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
閲
覧

雑
誌
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
閲
覧

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
閲
覧

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

閲
覧

年度 日

年度 日

年度 日

７ 運営方針（重点事項）

市民のコミュニティ活動や学習活動の拠点として，盛岡市公民館共通の基本方針及び重点施策に沿った事業

推進をはじめ，当公民館の地域性を反映させる生涯学習を展開するための重点事項を定める。

（１）「人」と「地域」，「人」と「人」とを「つなぐ」という公民館がもつ特性をいかして，上田公民館ま

つりをはじめ各種事業を実施する。

（２）当公民館と地域住民，町内会や関係機関等との連携を図り，世代間交流や国際交流事業を実施する。 

（３）公民館利用団体の学習活動を支援するとともに,利用団体と連携した事業を実施する。 

（４）当公民館図書室の特色である新聞資料や絵本等をいかした企画展や読み聞かせ事業を実施する。 

（５）市民協働推進支援センターモデル事業による、「まちづくり・地域づくり」を積極的に支援する。 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（２）図書室・母と子の読書室利用状況

年度
貸出者数 人）

貸出冊数（冊）

開室日数図書室 母と子の読書室
合計

一般 児童 計 一般 一般 児童 小計

年度 日

年度 日

年度 日

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習推進センター機能の充実を図り 学習情報の収集と提供に努めるほか，人材育成を推進する。

（２）「学びの循環推進事業」を推進する。

（３）子育て支援講座や地域社会教育促進事業の充実を図る。

（４）東日本大震災からの復興に向けて，被災地支援事業として「出張公民館事業・講座」等を行う。

（５）南部伯爵家別邸庭園として造営されてから 年余の歴史を持ち，登録記念物である庭園を開放し 月

頃に庭園アートフェスタ 月頃に庭園紅葉ライトアップ事業を行う等，広く市民の活用を図る。
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市上田公民館
１ 所在地

・盛岡市上田四丁目 番 号

・ （ ） － （代）

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート地下 階，地上 階

延 ㎡

４ 設備の概要

・ 創作展示室，ホール（可動椅子 席分），コミュニティルーム，ロビー，美術工芸室，談話室，託児室

・ 第 集会室，第 集会室，視聴覚室，リハーサル室，調理実習室，和室（ ）

・ 図書室，会議室

５ 開館時間・休館日

・開館時間 平 日 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

日曜日 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度

時間別 人） 目的別 人）

開
室
日
数

午
前

午
後

計

図
書
・
新
聞
閲

覧 新
聞
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
閲
覧

雑
誌
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
閲
覧

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
閲
覧

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

閲
覧

年度 日

年度 日

年度 日

７ 運営方針（重点事項）

市民のコミュニティ活動や学習活動の拠点として，盛岡市公民館共通の基本方針及び重点施策に沿った事業

推進をはじめ，当公民館の地域性を反映させる生涯学習を展開するための重点事項を定める。

（１）「人」と「地域」，「人」と「人」とを「つなぐ」という公民館がもつ特性をいかして，上田公民館ま

つりをはじめ各種事業を実施する。

（２）当公民館と地域住民，町内会や関係機関等との連携を図り，世代間交流や国際交流事業を実施する。 

（３）公民館利用団体の学習活動を支援するとともに,利用団体と連携した事業を実施する。 

（４）当公民館図書室の特色である新聞資料や絵本等をいかした企画展や読み聞かせ事業を実施する。 

（５）市民協働推進支援センターモデル事業による、「まちづくり・地域づくり」を積極的に支援する。 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（２）図書室・母と子の読書室利用状況

年度
貸出者数 人）

貸出冊数（冊）

開室日数図書室 母と子の読書室
合計

一般 児童 計 一般 一般 児童 小計

年度 日

年度 日

年度 日

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習推進センター機能の充実を図り 学習情報の収集と提供に努めるほか，人材育成を推進する。

（２）「学びの循環推進事業」を推進する。

（３）子育て支援講座や地域社会教育促進事業の充実を図る。

（４）東日本大震災からの復興に向けて，被災地支援事業として「出張公民館事業・講座」等を行う。

（５）南部伯爵家別邸庭園として造営されてから 年余の歴史を持ち，登録記念物である庭園を開放し 月

頃に庭園アートフェスタ 月頃に庭園紅葉ライトアップ事業を行う等，広く市民の活用を図る。

 



― 120 ―

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市都南公民館

１ 所在地

・盛岡市永井 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日都南村中央公民館として三本柳地区に設

置。平成 年 月 日市村合併に伴い「盛岡市都南公民館」と

改称。現在の公民館は，平成 年 月に現在地に着工し，平

成 年 月 日に完成。平成 年 月 日に併設の都南文化

会館（キャラホール）とともに開館。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡ （建築面積 ㎡）

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨）

地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

（都南文化会館と併設。公民館部分 ㎡，都南文化会館部分 ㎡，

共用部分 ㎡）

４ 設備の概要（公民館部分）

・ 事務室，カルチャーホール，小ホール，喫茶室

・ 美術室，調理実習室，工芸室，児童室，第 研修室

・ 第 研修室，第 研修室，第 和室，第 和室，茶室，会議室，視聴覚室，団体指導連絡室

・ 音楽室，リハーサル室，ミーティングルーム ・

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（祝日の場合を除く），年末年始及び臨時休館日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）現代的・社会的課題に対応した学習機会の提供に努めるとともに，関係機関と連携し家庭教育支援に関する事業を展開する。

（２）ライフステージに応じた学習機会の充実を図るとともに，青少年の体験的な活動にかかる事業の展開に努める。

（３）文化会館併設施設としての機能を生かした事業の展開及び地域の歴史や文化・人材・自然などの特色を生かした事業の展開を図

る。

（４）公民館利用団体の活動を支援しながら，団体と協働して公民館まつりなどを実施し，活動成果発表や交流を図り，学習の輪が広

がるよう努める。

（５）教育機関・関係団体，地域の団体などとの連携や情報共有に努め，主体的学習活動を奨励するとともに東日本大震災被災地との

交流事業を実施する。

（６）「利用しやすい公民館」を心がけ，安全で快適な利用環境に配慮した施設・設備の維持・管理を行う。

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市河南公民館

１ 所在地

・盛岡市松尾町 番 号

・ （ ） － （代）

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨鉄筋コンクリート）

地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

（盛岡劇場と併設。公民館部分 ㎡，盛岡劇場部分 ㎡）

４ 設備の概要

・ 事務室

・ ミニホール，研修室

・ 和室，調理室，美術工芸室，会議室，視聴覚室，音楽練習室

（公民館，劇場共用面積 ㎡：事務室，応接室，市民ロビー，機械室，廊下他）

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（祝日の場合を除く），年末年始及び臨時休館日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）市民協働のまちづくりの考え方を踏まえ，地域資源を生かしながらコミュニティ団体，関係団体，学校，関

連施設と連携して事業を展開する。また，地域の活動拠点としてさらに地域との連携を強化するとともに，

市民が訪れやすい施設を目指し，協働した事業の展開を図る。

（２）文化会館との併設機能を生かした事業を展開し，歴史ある地域文化の伝承保存活動を支援するとともに，新

たな文化資源の発掘に努める。

（３）環境問題，少子高齢・人口減少社会，地域防災など現代社会における課題の把握及び情報提供に努め，持続

可能な社会形成を目指した事業の展開を図る。

（４）多様化する市民のニーズを的確に把握するとともに，新たなニーズの掘り起こしについても積極的に取り組

む。また，地域活動の活性化を図り，地域の課題解決を支援する講座以外の取り組みを展開する。

（５）広報紙やホームページを活用し，事業や講座の情報提供を充実させるとともに，地域の歴史，自然，文化，

人材の発信に努める。
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市都南公民館

１ 所在地

・盛岡市永井 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日都南村中央公民館として三本柳地区に設

置。平成 年 月 日市村合併に伴い「盛岡市都南公民館」と

改称。現在の公民館は，平成 年 月に現在地に着工し，平

成 年 月 日に完成。平成 年 月 日に併設の都南文化

会館（キャラホール）とともに開館。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡ （建築面積 ㎡）

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨）

地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

（都南文化会館と併設。公民館部分 ㎡，都南文化会館部分 ㎡，

共用部分 ㎡）

４ 設備の概要（公民館部分）

・ 事務室，カルチャーホール，小ホール，喫茶室

・ 美術室，調理実習室，工芸室，児童室，第 研修室

・ 第 研修室，第 研修室，第 和室，第 和室，茶室，会議室，視聴覚室，団体指導連絡室

・ 音楽室，リハーサル室，ミーティングルーム ・

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（祝日の場合を除く），年末年始及び臨時休館日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）現代的・社会的課題に対応した学習機会の提供に努めるとともに，関係機関と連携し家庭教育支援に関する事業を展開する。

（２）ライフステージに応じた学習機会の充実を図るとともに，青少年の体験的な活動にかかる事業の展開に努める。

（３）文化会館併設施設としての機能を生かした事業の展開及び地域の歴史や文化・人材・自然などの特色を生かした事業の展開を図

る。

（４）公民館利用団体の活動を支援しながら，団体と協働して公民館まつりなどを実施し，活動成果発表や交流を図り，学習の輪が広

がるよう努める。

（５）教育機関・関係団体，地域の団体などとの連携や情報共有に努め，主体的学習活動を奨励するとともに東日本大震災被災地との

交流事業を実施する。

（６）「利用しやすい公民館」を心がけ，安全で快適な利用環境に配慮した施設・設備の維持・管理を行う。

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市河南公民館

１ 所在地

・盛岡市松尾町 番 号

・ （ ） － （代）

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨鉄筋コンクリート）

地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

（盛岡劇場と併設。公民館部分 ㎡，盛岡劇場部分 ㎡）

４ 設備の概要

・ 事務室

・ ミニホール，研修室

・ 和室，調理室，美術工芸室，会議室，視聴覚室，音楽練習室

（公民館，劇場共用面積 ㎡：事務室，応接室，市民ロビー，機械室，廊下他）

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（祝日の場合を除く），年末年始及び臨時休館日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）市民協働のまちづくりの考え方を踏まえ，地域資源を生かしながらコミュニティ団体，関係団体，学校，関

連施設と連携して事業を展開する。また，地域の活動拠点としてさらに地域との連携を強化するとともに，

市民が訪れやすい施設を目指し，協働した事業の展開を図る。

（２）文化会館との併設機能を生かした事業を展開し，歴史ある地域文化の伝承保存活動を支援するとともに，新

たな文化資源の発掘に努める。

（３）環境問題，少子高齢・人口減少社会，地域防災など現代社会における課題の把握及び情報提供に努め，持続

可能な社会形成を目指した事業の展開を図る。

（４）多様化する市民のニーズを的確に把握するとともに，新たなニーズの掘り起こしについても積極的に取り組

む。また，地域活動の活性化を図り，地域の課題解決を支援する講座以外の取り組みを展開する。

（５）広報紙やホームページを活用し，事業や講座の情報提供を充実させるとともに，地域の歴史，自然，文化，

人材の発信に努める。
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（４）プレイルーム利用状況

年度 新規登録者数 人数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１）施設や設備の保守点検を実施し安全を確保するとともに，来館者への接遇の向上を図り，快適な施設の管理

に努める。

（２）社会教育活動の主要事業である教室，講座を幅広く開設するとともに，内容の充実を図る。

（３）公民館が橋渡し役となる地域連携の強化を図る。

（４）公民館利用サークル団体などの活動支援を図る。

（５）図書室事業の充実及び利用の拡充

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市西部公民館

１ 所在地

・盛岡市南青山町 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨）

地下 階，地上 階，

塔屋 階 延 ㎡

４ 設備の概要

・ コミュニティホール，プレーホール，トレーニングルーム，

図書室，児童室，小会議室，情報コーナー，事務室

・ パソコン学習室，ワープロ学習室，視聴覚室，第 研修室，ボランティアルーム

・ 大会議室，第 研修室，第 和室，第 和室，調理実習室

・ 音楽室，美術工芸室

５ 利用案内

・開館時間 平 日 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

日曜日・祝日 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始，館内整理日

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 貸出者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度 日

年度 日

年度 日

（３）トレーニングルーム利用状況

年度 一般 人） 高校生 人） 合計 人）

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（４）プレイルーム利用状況

年度 新規登録者数 人数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１）施設や設備の保守点検を実施し安全を確保するとともに，来館者への接遇の向上を図り，快適な施設の管理

に努める。

（２）社会教育活動の主要事業である教室，講座を幅広く開設するとともに，内容の充実を図る。

（３）公民館が橋渡し役となる地域連携の強化を図る。

（４）公民館利用サークル団体などの活動支援を図る。

（５）図書室事業の充実及び利用の拡充

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市西部公民館

１ 所在地

・盛岡市南青山町 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨）

地下 階，地上 階，

塔屋 階 延 ㎡

４ 設備の概要

・ コミュニティホール，プレーホール，トレーニングルーム，

図書室，児童室，小会議室，情報コーナー，事務室

・ パソコン学習室，ワープロ学習室，視聴覚室，第 研修室，ボランティアルーム

・ 大会議室，第 研修室，第 和室，第 和室，調理実習室

・ 音楽室，美術工芸室

５ 利用案内

・開館時間 平 日 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

日曜日・祝日 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始，館内整理日

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 貸出者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度 日

年度 日

年度 日

（３）トレーニングルーム利用状況

年度 一般 人） 高校生 人） 合計 人）

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市松園地区公民館 

１ 所在地

・盛岡市東松園二丁目 番 号

・本館 （ ）

・別館 ･ （ ）

２ 開 館 本館 平成 年 月 日

別館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

【本館】 ・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 ㎡

【別館】 ・敷地面積 ㎡ 東小学校敷地含む

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 部鉄骨 ㎡

４ 設備の概要

本館 ・ホール，第 リハーサル室，会議室，交流スペース，事務室

別館 ・ プレールーム，第 研修室，児童図書室，事務室

・ 第 研修室，第 研修室，調理実習室，第 リハーサル室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始，４月・７月・ 月の平日の初日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）当公民館設立の趣旨である学社融合を実現するため，東松園小学校を中心とした松園地区の小中学校や特別支

援学校との恒常的な連携の確立に努める。また，別館を利用しての小中学生の学習活動を支援する。

（２）松園の地域協働推進事業「松園いいよね！」を支援するため，地域住民や市民団体等と公民館が協働するシス

テムを模索するとともに，世代を超えたワークショップを行いながら，街づくりについて具体的な提案や実践

発表する場を提供する。

（３）松園地区の地域文化の振興を図るため，松園地区自治協議会・活動センターやこーでねえと松園等関係施設・

団体との連携のもと，別館を含めての松園地区芸術文化祭や松園夏まつり等の開催を援助する。

（４）市民が求める生涯学習の要望に応えるため，すべての年代が参加できる各種事業を展開する。新たにエッセイ

教室やヘルシークッキング教室・工芸教室・リコーダー教室等の開催で自主的なサークル発足と活動を支援し，

学習の定着を図る。併せて悪徳商法撃退作戦事業を実施し，地域住民の安全や問題の啓発を図る。

（５）先人の生き方や郷土食を学び，先人を育んだ郷土や風土を理解する学習を推進すると共に，東日本大震災から

の復興に向けて，地域住民の震災対応への意識向上を促す取り組みを行う。

（６）児童センター的機能を備えた別館プレールームの活動を支援し，安全と共催事業の充実を図る。さらに別館の

利用促進への取り組みとして，地域住民の学習活動や関心を高めるため，広報活動や啓発活動を充実させる。

本館 別館 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市渋民公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字鶴塚 番地

・ （ ）

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨），

地下 階，地上 階 延 ㎡

・併 設 渋民文化会館 ㎡，渋民図書館 ㎡と併設。

渋民公民館部分 ㎡

４ 設備の概要

・ 創作室 調理室 視聴覚室 和室 団体室 事務室

・ 大会議室（可動椅子 席）

・駐車場 台

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

臨時休館日（ 月 日）

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）玉山区内の地区公民館，関係団体等と連携し，現代社会及び地域社会の課題や市民の学習ニーズに対応した

多様な学習機会の提供に努める。

① 開館 周年記念事業を実施し，地域の文化・芸術の推進に努める。また，地元学，啄木祭関連事業の展開に

努める。

② 地区公民館や関係団体と連携し，「開館 周年記念玉山区公民館まつり」を実施する。

③ 市民協働のまちづくりの考え方に基づき，子育て支援や青少年教育のより充実した展開に努める。

④ 玉山区の災害から学び，市民の防災意識の向上を図る事業を展開する。

⑤ 「訪れやすい公民館」を心がけ，施設・設備の利用環境を改善する。

（２）文化会館併設館としての機能を活かした事業を展開し，地域の文化・芸術の向上を図る。

（３）地域等との連携を図るため，盛岡市渋民公民館指定管理仕様書に基づく地域連携事業を展開する。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市松園地区公民館 

１ 所在地

・盛岡市東松園二丁目 番 号

・本館 （ ）

・別館 ･ （ ）

２ 開 館 本館 平成 年 月 日

別館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

【本館】 ・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 ㎡

【別館】 ・敷地面積 ㎡ 東小学校敷地含む

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 部鉄骨 ㎡

４ 設備の概要

本館 ・ホール，第 リハーサル室，会議室，交流スペース，事務室

別館 ・ プレールーム，第 研修室，児童図書室，事務室

・ 第 研修室，第 研修室，調理実習室，第 リハーサル室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始，４月・７月・ 月の平日の初日

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）当公民館設立の趣旨である学社融合を実現するため，東松園小学校を中心とした松園地区の小中学校や特別支

援学校との恒常的な連携の確立に努める。また，別館を利用しての小中学生の学習活動を支援する。

（２）松園の地域協働推進事業「松園いいよね！」を支援するため，地域住民や市民団体等と公民館が協働するシス

テムを模索するとともに，世代を超えたワークショップを行いながら，街づくりについて具体的な提案や実践

発表する場を提供する。

（３）松園地区の地域文化の振興を図るため，松園地区自治協議会・活動センターやこーでねえと松園等関係施設・

団体との連携のもと，別館を含めての松園地区芸術文化祭や松園夏まつり等の開催を援助する。

（４）市民が求める生涯学習の要望に応えるため，すべての年代が参加できる各種事業を展開する。新たにエッセイ

教室やヘルシークッキング教室・工芸教室・リコーダー教室等の開催で自主的なサークル発足と活動を支援し，

学習の定着を図る。併せて悪徳商法撃退作戦事業を実施し，地域住民の安全や問題の啓発を図る。

（５）先人の生き方や郷土食を学び，先人を育んだ郷土や風土を理解する学習を推進すると共に，東日本大震災から

の復興に向けて，地域住民の震災対応への意識向上を促す取り組みを行う。

（６）児童センター的機能を備えた別館プレールームの活動を支援し，安全と共催事業の充実を図る。さらに別館の

利用促進への取り組みとして，地域住民の学習活動や関心を高めるため，広報活動や啓発活動を充実させる。

本館 別館 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市渋民公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字鶴塚 番地

・ （ ）

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨），

地下 階，地上 階 延 ㎡

・併 設 渋民文化会館 ㎡，渋民図書館 ㎡と併設。

渋民公民館部分 ㎡

４ 設備の概要

・ 創作室 調理室 視聴覚室 和室 団体室 事務室

・ 大会議室（可動椅子 席）

・駐車場 台

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

臨時休館日（ 月 日）

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）玉山区内の地区公民館，関係団体等と連携し，現代社会及び地域社会の課題や市民の学習ニーズに対応した

多様な学習機会の提供に努める。

① 開館 周年記念事業を実施し，地域の文化・芸術の推進に努める。また，地元学，啄木祭関連事業の展開に

努める。

② 地区公民館や関係団体と連携し，「開館 周年記念玉山区公民館まつり」を実施する。

③ 市民協働のまちづくりの考え方に基づき，子育て支援や青少年教育のより充実した展開に努める。

④ 玉山区の災害から学び，市民の防災意識の向上を図る事業を展開する。

⑤ 「訪れやすい公民館」を心がけ，施設・設備の利用環境を改善する。

（２）文化会館併設館としての機能を活かした事業を展開し，地域の文化・芸術の向上を図る。

（３）地域等との連携を図るため，盛岡市渋民公民館指定管理仕様書に基づく地域連携事業を展開する。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市飯岡地区公民館

１ 所在地

・盛岡市下飯岡 地割 番地

・ （ ）

・ （ ）

２ 沿 革

昭和 年 月飯岡村立公民館が既存の建物を利用し発足。

年 月 日 村合併により都南村立第二公民館と改称。

年 月飯岡中学校新築移転と同時に公民館の事務所及び

図書室を同校に移転。 年 月公民館が新築移転。平成

年 月 日市村合併に伴い「盛岡市飯岡地区公民館」と改

称。平成 年 月盛岡市飯岡農業構造改善センターに隣

接し移転新築。

３ 施設の概要

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

４ 設備の概要

・事務室，図書室，ミーティングルーム

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 利用者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習活動の場として，市民の学習要求に対応した学習機会を提供し，多様なニーズに応える。

（２）地域内自治公民館・地域の関係機関・小中学校等との連携を深め，円滑な地域活動の推進に努める。

（３）自主的な学習活動を支援するため，相談機能の充実と情報提供を図る。

（４）施設の適正な管理運営に努め，地区民の積極的な利用を促進する。

 
 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市見前地区公民館

１ 所在地

・盛岡市津志田中央二丁目９番１号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日 村合併により都南村第一公

民館として見前小学校に設置。 年 月 日に都南

村中央公民館が建設され，その中に第一公民館を併

設。 年には専任職員が配置される。平成 年 月

日市村合併に伴い「盛岡市見前地区公民館」と改称。

平成 年 月 日，盛岡市三本柳 地割 番地か

ら津志田 地割 番地 （旧あすなろ福祉作業所）

に移転。平成 年 月 日現在地に新築移転した。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・駐車場面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 大研修室，第 和室，第 和室，調理室，ホール兼展示場，事務室

・ 会議室，視聴覚室，美術工芸室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習関連施設・大学などの高等教育機関や地域内小中学校等と連携し，地域住民の学習ニーズや現代社

会の課題に対応した学びの場を提供する。

（２）子ども会活動や中学生による地域活動等を支援し，子どもの健全育成に努める。

（３） 地域内自治公民館や関係団体等と連携し，地域の活性化を図る事業やコミュニティー活動の振興に努める。

（４）講座や利用団体等と連携し，東日本大震災からの復興支援に対応した事業を実施するとともに市民の防災意

識の向上と災害時に機能するコミュニティーづくりに資する事業の展開に努める。

（５）公民館の事業や講座等を地区住民に周知を図るために，関係団体等と連携して効果的な情報の発信に努める。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市飯岡地区公民館

１ 所在地

・盛岡市下飯岡 地割 番地

・ （ ）

・ （ ）

２ 沿 革

昭和 年 月飯岡村立公民館が既存の建物を利用し発足。

年 月 日 村合併により都南村立第二公民館と改称。

年 月飯岡中学校新築移転と同時に公民館の事務所及び

図書室を同校に移転。 年 月公民館が新築移転。平成

年 月 日市村合併に伴い「盛岡市飯岡地区公民館」と改

称。平成 年 月盛岡市飯岡農業構造改善センターに隣

接し移転新築。

３ 施設の概要

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

４ 設備の概要

・事務室，図書室，ミーティングルーム

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（図書室は，午後 時まで）

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 利用者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習活動の場として，市民の学習要求に対応した学習機会を提供し，多様なニーズに応える。

（２）地域内自治公民館・地域の関係機関・小中学校等との連携を深め，円滑な地域活動の推進に努める。

（３）自主的な学習活動を支援するため，相談機能の充実と情報提供を図る。

（４）施設の適正な管理運営に努め，地区民の積極的な利用を促進する。

 
 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市見前地区公民館

１ 所在地

・盛岡市津志田中央二丁目９番１号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日 村合併により都南村第一公

民館として見前小学校に設置。 年 月 日に都南

村中央公民館が建設され，その中に第一公民館を併

設。 年には専任職員が配置される。平成 年 月

日市村合併に伴い「盛岡市見前地区公民館」と改称。

平成 年 月 日，盛岡市三本柳 地割 番地か

ら津志田 地割 番地 （旧あすなろ福祉作業所）

に移転。平成 年 月 日現在地に新築移転した。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・駐車場面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 大研修室，第 和室，第 和室，調理室，ホール兼展示場，事務室

・ 会議室，視聴覚室，美術工芸室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）生涯学習関連施設・大学などの高等教育機関や地域内小中学校等と連携し，地域住民の学習ニーズや現代社

会の課題に対応した学びの場を提供する。

（２）子ども会活動や中学生による地域活動等を支援し，子どもの健全育成に努める。

（３） 地域内自治公民館や関係団体等と連携し，地域の活性化を図る事業やコミュニティー活動の振興に努める。

（４）講座や利用団体等と連携し，東日本大震災からの復興支援に対応した事業を実施するとともに市民の防災意

識の向上と災害時に機能するコミュニティーづくりに資する事業の展開に努める。

（５）公民館の事業や講座等を地区住民に周知を図るために，関係団体等と連携して効果的な情報の発信に努める。 

 



― 128 ―

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市好摩地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区好摩字野中

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年

（就業改善センター 昭和 年 月 日）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建

）好摩地区公民館 延 ㎡

）就業改善センター 延 ㎡

４ 設備の概要

）好摩地区公民館 会議室

）就業改善センター 研修室 調理実習室 事務室（兼巻堀出張所）

講義室 和室 図書室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）高齢者の生涯学習推進のため，高齢者大学を開催する。 
（２）年代各層に応じた自然・教養・文化に関する講座等を開催する。 
（３）地域住民が地区公民館の事業情報を得られるよう情報提供する。 
（４）自主的サークルや地域団体の活動を支援する。 
（５）地域の学校や児童館と連携できるような事業を実施する。 
（６）玉山区公民館まつりを開催する。 
（７）住民ニーズを把握するため，講座等の参加者にアンケートを実施する。 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市乙部地区公民館

１ 所在地

・盛岡市乙部 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日に公民館の設立を図り，建物は村

立乙部小学校に併設。昭和 年４月に独立の地区公民館

を新築し，専任の公民館主事を配置し，地区の公民館活

動，学級講座，社会教育関係団体の活動を推進。平成４

年４月１日の市町村合併に伴い｢盛岡市乙部地区公民館｣

と改称。平成 年 月に乙部体育館と乙部農業構造改善

センターの中間に複合施設として新築移転。

３ 施設の概要

・建築面積 ㎡（乙部体育館敷地内）

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 事務室（兼乙部出張所），生涯学習相談室 ・（併設）乙部農業構造改善センター

・ 研修室，図書室 敷地面積 ㎡

構造 延床面積 階建 延 ㎡

健康相談室，談話室，会議室，調理実習室，

工芸実習室，食品加工実習室，土壌分析室

研修室 ，研修室 ，会議室（和室）

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（図書室は午後 時まで）

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 利用者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１） 生涯学習社会に対応するため，地域の人材や地域資源を生かし，地区民のニーズに対応した事業を推進する。

（２）地区内の学校や地域の関係団体，自治公民館等との連携を図り，地域活動の推進に努める。

（３）地区内への情報提供と相談事業に取り組むとともに，図書室の利用促進と文化活動の普及に努める。

（４）東日本大震災からの復興に向けた支援事業に取り組み，地区民の防災意識の向上を図る。

（５）施設の適正な管理運営に努めるとともに地区民の利用促進と利便性の向上を図る 。
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市好摩地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区好摩字野中

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年

（就業改善センター 昭和 年 月 日）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建

）好摩地区公民館 延 ㎡

）就業改善センター 延 ㎡

４ 設備の概要

）好摩地区公民館 会議室

）就業改善センター 研修室 調理実習室 事務室（兼巻堀出張所）

講義室 和室 図書室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）高齢者の生涯学習推進のため，高齢者大学を開催する。 
（２）年代各層に応じた自然・教養・文化に関する講座等を開催する。 
（３）地域住民が地区公民館の事業情報を得られるよう情報提供する。 
（４）自主的サークルや地域団体の活動を支援する。 
（５）地域の学校や児童館と連携できるような事業を実施する。 
（６）玉山区公民館まつりを開催する。 
（７）住民ニーズを把握するため，講座等の参加者にアンケートを実施する。 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市乙部地区公民館

１ 所在地

・盛岡市乙部 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月 日に公民館の設立を図り，建物は村

立乙部小学校に併設。昭和 年４月に独立の地区公民館

を新築し，専任の公民館主事を配置し，地区の公民館活

動，学級講座，社会教育関係団体の活動を推進。平成４

年４月１日の市町村合併に伴い｢盛岡市乙部地区公民館｣

と改称。平成 年 月に乙部体育館と乙部農業構造改善

センターの中間に複合施設として新築移転。

３ 施設の概要

・建築面積 ㎡（乙部体育館敷地内）

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート造 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 事務室（兼乙部出張所），生涯学習相談室 ・（併設）乙部農業構造改善センター

・ 研修室，図書室 敷地面積 ㎡

構造 延床面積 階建 延 ㎡

健康相談室，談話室，会議室，調理実習室，

工芸実習室，食品加工実習室，土壌分析室

研修室 ，研修室 ，会議室（和室）

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（図書室は午後 時まで）

・休館日 毎月第 木曜日，年末年始

６ 利用状況

（１）公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

（２）図書室利用状況

年度 登録者数 利用者数 貸出冊数 蔵書数 開室日数

年度

年度

年度

７ 運営方針（重点事項）

（１） 生涯学習社会に対応するため，地域の人材や地域資源を生かし，地区民のニーズに対応した事業を推進する。

（２）地区内の学校や地域の関係団体，自治公民館等との連携を図り，地域活動の推進に努める。

（３）地区内への情報提供と相談事業に取り組むとともに，図書室の利用促進と文化活動の普及に努める。

（４）東日本大震災からの復興に向けた支援事業に取り組み，地区民の防災意識の向上を図る。

（５）施設の適正な管理運営に努めるとともに地区民の利用促進と利便性の向上を図る 。
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市薮川地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区薮川字外山

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成元年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 延 ㎡

４ 設備の概要

・研修室 和室 調理室 事務室（兼薮川出張所）

・外山学童クラブ併設

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）高齢社会に対応するため，生き甲斐づくりや生活習慣病の予防及び健康づくりを目的とした学習機会を提供

する。

（２）学童クラブとの連携を図り子供の健全育成のための事業を推進する。

（３）郷土の先人の生き方及び文化財について学び，先人を育んだ郷土を理解し親しむ学習を推進する。

（４）地球温暖化への理解を深めるとともに，身近な環境問題の解決について学習する機会を提供する。

（５）地域の人材・素材を生かした事業の実施を通して地域コミュニティの形成に努める。  

 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市玉山地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区日戸字鷹高

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

平成 年 月 日（新築移転）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 ㎡

４ 設備の概要 ホール・リハーサル室兼控室・会議室・調理室・事務室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）住民ニーズに合わせた学習機会の提供を行う。

（２）高齢化社会の課題への取り組み，生きがい対策，環境問題，先人教育などへ対応した事業を実施する。

（３）地域の自然を生かした事業の展開及び推進

（４）「玉山区公民館まつり」への参加
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市薮川地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区薮川字外山

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成元年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 延 ㎡

４ 設備の概要

・研修室 和室 調理室 事務室（兼薮川出張所）

・外山学童クラブ併設

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）高齢社会に対応するため，生き甲斐づくりや生活習慣病の予防及び健康づくりを目的とした学習機会を提供

する。

（２）学童クラブとの連携を図り子供の健全育成のための事業を推進する。

（３）郷土の先人の生き方及び文化財について学び，先人を育んだ郷土を理解し親しむ学習を推進する。

（４）地球温暖化への理解を深めるとともに，身近な環境問題の解決について学習する機会を提供する。

（５）地域の人材・素材を生かした事業の実施を通して地域コミュニティの形成に努める。  

 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市玉山地区公民館

１ 所在地

・盛岡市玉山区日戸字鷹高

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

平成 年 月 日（新築移転）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 木造平屋建 ㎡

４ 設備の概要 ホール・リハーサル室兼控室・会議室・調理室・事務室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 月曜日（その日が祝日に当たるときは，その日後の祝日でない日），年末年始

６ 利用状況

・公民館利用状況

年度 区分 午前 午後 夜 合計 開館日数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

年度
回数

日
人数

７ 運営方針（重点事項）

（１）住民ニーズに合わせた学習機会の提供を行う。

（２）高齢化社会の課題への取り組み，生きがい対策，環境問題，先人教育などへ対応した事業を実施する。

（３）地域の自然を生かした事業の展開及び推進

（４）「玉山区公民館まつり」への参加
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

８ 図書館資料

（１）蔵書数

区分 本館
地区活動センター

地域文庫 移動図書館 合計
青山 仙北 松園 太田

年度

一般図書

児童図書

計

年度

一般図書

児童図書

計

年度

一般図書

児童図書

計

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 種 紙 種 誌

年度 種 紙 種 誌

年度 種 紙 種 誌

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ レコード

年度 枚 枚

年度 枚 枚

年度 枚 枚

９ 利用状況

（１）個人貸出

年度 区分
本館 地区活動センター

移動図書館 合計
一般 児童 青山 仙北 松園 太田

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

注 ）地区活動センターは，市立図書館が図書を配本し，貸出等の運営は盛岡市社会福祉事業団が行っている。

（２）座席利用者（本館）

年度 一般室 学生室 試聴室 計

年度 －

年度 －

年度 －

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市立図書館

１ 所在地

・盛岡市高松一丁目 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月県立図書館の児童室が廃止された際に一室を

借りて発足。 年 月岩手公園下にあった旧不来方中学校校舎

に移転，その後 年 月現在地に新築移転。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 階建 延 ㎡，車庫平屋建 ㎡

４ 設備の概要

・ 福祉閲覧室，移動図書館用書庫

・ 児童室（小学生，幼児とお母さん） 席，新聞・展示コーナー 席，集会室 席，映写室，暗室，電動書

庫，事務室，コンピュータ室，ブックポスト

・ 一般閲覧室 席，郷土開発資料室，特別閲覧室 席，レコード鑑賞室 席，新聞・雑誌閲覧席 席，雑誌コ

ーナー 席，開架書庫，ＯＰＡＣコーナー

・車庫，移動図書館車「こずかたⅠ号，こずかたⅡ号」（マイクロバス改造車 台）

５ 地区活動センター図書室

名 称 所在地

青山地区活動センター図書室 盛岡市青山三丁目 番 号 －

仙北地区活動センター図書室 盛岡市仙北二丁目 番 号 －

松園地区活動センター図書室 盛岡市西松園二丁目 番 号 －

太田地区活動センター図書室 盛岡市中太田深持 番 －

６ 利用案内

・本 館 開館時間 火曜日～金曜日 午前 時～午後 時

土・日曜日，祝日 午前 時～午後 時

休館日 月曜日，年末年始（ 月 日～ 月 日），図書点検日（ 月 日～ 日）

・活動センター図書室 開館時間 午前 時～午後 時

休館日 月曜日，国民の祝日，年末年始

・移動図書館車「こずかたⅠ号，こずかたⅡ号」 ２週間に１回各ステーションを巡回

７ 重点事項

（１）市民のニーズに応える図書資料及びレファレンス資料，郷土資料及び行政資料の収集整備に努め，市民の生涯

学習活動を支える。 

（２）図書館主催事業等の開催やその他の事業を通じ，図書資料の紹介，活用及び読書活動の推進に努める。 

（３）子どもの読書活動の推進を図るため，市民協働による読み聞かせ会の実施とともに，地域（地区活動センター

図書室・公民館図書室・地域文庫・貸出文庫含む）や学校との連携・交流を図る。 

（４）施設設備の維持補修や書架等の効率的利用に努めるとともに，施設間のネットワーク化を図りながら，図書館

整備について検討を進め，誰もが利用しやすい環境の整備を進める。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

８ 図書館資料

（１）蔵書数

区分 本館
地区活動センター

地域文庫 移動図書館 合計
青山 仙北 松園 太田

年度

一般図書

児童図書

計

年度

一般図書

児童図書

計

年度

一般図書

児童図書

計

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 種 紙 種 誌

年度 種 紙 種 誌

年度 種 紙 種 誌

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ レコード

年度 枚 枚

年度 枚 枚

年度 枚 枚

９ 利用状況

（１）個人貸出

年度 区分
本館 地区活動センター

移動図書館 合計
一般 児童 青山 仙北 松園 太田

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

年度

貸出冊数

利用者数

新規登録者数 （本館登録）

注 ）地区活動センターは，市立図書館が図書を配本し，貸出等の運営は盛岡市社会福祉事業団が行っている。

（２）座席利用者（本館）

年度 一般室 学生室 試聴室 計

年度 －

年度 －

年度 －

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市立図書館

１ 所在地

・盛岡市高松一丁目 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 沿 革

昭和 年 月県立図書館の児童室が廃止された際に一室を

借りて発足。 年 月岩手公園下にあった旧不来方中学校校舎

に移転，その後 年 月現在地に新築移転。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート 階建 延 ㎡，車庫平屋建 ㎡

４ 設備の概要

・ 福祉閲覧室，移動図書館用書庫

・ 児童室（小学生，幼児とお母さん） 席，新聞・展示コーナー 席，集会室 席，映写室，暗室，電動書

庫，事務室，コンピュータ室，ブックポスト

・ 一般閲覧室 席，郷土開発資料室，特別閲覧室 席，レコード鑑賞室 席，新聞・雑誌閲覧席 席，雑誌コ

ーナー 席，開架書庫，ＯＰＡＣコーナー

・車庫，移動図書館車「こずかたⅠ号，こずかたⅡ号」（マイクロバス改造車 台）

５ 地区活動センター図書室

名 称 所在地

青山地区活動センター図書室 盛岡市青山三丁目 番 号 －

仙北地区活動センター図書室 盛岡市仙北二丁目 番 号 －

松園地区活動センター図書室 盛岡市西松園二丁目 番 号 －

太田地区活動センター図書室 盛岡市中太田深持 番 －

６ 利用案内

・本 館 開館時間 火曜日～金曜日 午前 時～午後 時

土・日曜日，祝日 午前 時～午後 時

休館日 月曜日，年末年始（ 月 日～ 月 日），図書点検日（ 月 日～ 日）

・活動センター図書室 開館時間 午前 時～午後 時

休館日 月曜日，国民の祝日，年末年始

・移動図書館車「こずかたⅠ号，こずかたⅡ号」 ２週間に１回各ステーションを巡回

７ 重点事項

（１）市民のニーズに応える図書資料及びレファレンス資料，郷土資料及び行政資料の収集整備に努め，市民の生涯

学習活動を支える。 

（２）図書館主催事業等の開催やその他の事業を通じ，図書資料の紹介，活用及び読書活動の推進に努める。 

（３）子どもの読書活動の推進を図るため，市民協働による読み聞かせ会の実施とともに，地域（地区活動センター

図書室・公民館図書室・地域文庫・貸出文庫含む）や学校との連携・交流を図る。 

（４）施設設備の維持補修や書架等の効率的利用に努めるとともに，施設間のネットワーク化を図りながら，図書館

整備について検討を進め，誰もが利用しやすい環境の整備を進める。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市都南図書館

１ 所在地

・盛岡市永井 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ ロビー，学習室 席，食事ルーム 席，視聴覚室 席，閉架書庫，自動車文庫書庫，事務室，コンピュー

タ室，倉庫，小会議室等

・ 一般開架（新聞・雑誌コーナー，ヤングアダルトコーナー， コーナー） 席，レファレンス室 席，

児童開架（お話ルーム） 席，対面朗読室，受付カウンター，作業室

・ レコード室，機械室，電気室

５ 利用案内

・本 館 開館時間 火曜日～金曜日 午前 時～午後 時

土・日曜日，祝日 午前 時～午後 時

休館日 月曜日， 月 日から 月 日まで，図書の点検を行う日として教育長が定め

る日（平成 年度は６月 日から６月 日まで）

・移動図書館車わかば号 ２週間に１回各ステーションを巡回

６ 重点事項

（１）市民の高度化・多様化するニーズに対応するため，図書等資料及び情報の収集，整理，提供に努める。

（２）当館利用団体協議会との連携を強めるとともに，図書館主催事業等の開催を通じ，図書資料の紹介活用及 
び読書活動の推進に努める。 

（３）子どもの読書活動を推進するため，資料等の収集をはじめ，地域や学校等との連携による読書普及活動や 
各種行事を開催し，調べ学習などを総合的に支援しながら子どもが本に親しむ機会と環境の向上に努める。 

（４）落ち着いた雰囲気で快適に館内を利用できる環境を維持・向上させるため，施設管理の充実を図るととも 
に，窓口及び移動図書館車運行業務は，利用者の更なる利便性向上に努める。  

７ 図書館資料

（１）蔵書数

年度
本館 移動図書館 合計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度

年度

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）団体貸出

年度 区分 登録団体数 延利用団体数 貸出冊数

年度

移動図書館

貸出文庫

計

年度

移動図書館

貸出文庫

計

年度

移動図書館

貸出文庫

計

（４）地域文庫

 
（５）その他の利用状況

 
 

年度 文庫数 登録者数 利用者数 貸出冊数

年度 か所

年度 か所

年度 か所

年度 入館者数 開館日数 リクエスト件数 レファレンス件数

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市都南図書館

１ 所在地

・盛岡市永井 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ ロビー，学習室 席，食事ルーム 席，視聴覚室 席，閉架書庫，自動車文庫書庫，事務室，コンピュー

タ室，倉庫，小会議室等

・ 一般開架（新聞・雑誌コーナー，ヤングアダルトコーナー， コーナー） 席，レファレンス室 席，

児童開架（お話ルーム） 席，対面朗読室，受付カウンター，作業室

・ レコード室，機械室，電気室

５ 利用案内

・本 館 開館時間 火曜日～金曜日 午前 時～午後 時

土・日曜日，祝日 午前 時～午後 時

休館日 月曜日， 月 日から 月 日まで，図書の点検を行う日として教育長が定め

る日（平成 年度は６月 日から６月 日まで）

・移動図書館車わかば号 ２週間に１回各ステーションを巡回

６ 重点事項

（１）市民の高度化・多様化するニーズに対応するため，図書等資料及び情報の収集，整理，提供に努める。

（２）当館利用団体協議会との連携を強めるとともに，図書館主催事業等の開催を通じ，図書資料の紹介活用及 
び読書活動の推進に努める。 

（３）子どもの読書活動を推進するため，資料等の収集をはじめ，地域や学校等との連携による読書普及活動や 
各種行事を開催し，調べ学習などを総合的に支援しながら子どもが本に親しむ機会と環境の向上に努める。 

（４）落ち着いた雰囲気で快適に館内を利用できる環境を維持・向上させるため，施設管理の充実を図るととも 
に，窓口及び移動図書館車運行業務は，利用者の更なる利便性向上に努める。  

７ 図書館資料

（１）蔵書数

年度
本館 移動図書館 合計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度

年度

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）団体貸出

年度 区分 登録団体数 延利用団体数 貸出冊数

年度

移動図書館

貸出文庫

計

年度

移動図書館

貸出文庫

計

年度

移動図書館

貸出文庫

計

（４）地域文庫

 
（５）その他の利用状況

 
 

年度 文庫数 登録者数 利用者数 貸出冊数

年度 か所

年度 か所

年度 か所

年度 入館者数 開館日数 リクエスト件数 レファレンス件数

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市渋民図書館

１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字鶴塚 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・渋民文化会館，渋民公民館との複合施設

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上 階建

延 ㎡

４ 設備の概要

・ 一般開架、児童開架、視聴覚コーナー 席、くつろぎコーナー 席、一般閲覧席 席、児童用閲覧席 席、

サービスカウンター、閉架書庫

・ 一般開架閲覧席 席、啄木コーナー 席、郷土資料コーナー、レファレンス 席

※ 視聴覚、講座、読み聞かせ等の事業は併設の公民館専門室を利用

５ 利用案内

・本 館 開館時間 午前 時～午後 時 分

休館日 月曜日（その日が国民の祝日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い国

民の祝日でない日）、年末年始（ 月 日～ 月 日）、４月～ 月までの各月の初日

（日曜日又は土曜日・火曜日に当たるときを除く）、図書の点検を行う日として教育長

が定める日（ 月 日～ 月 日）

・図書配本サービス 登録団体 施設）へ月 回実施

６ 重点事項

（１）市民のニーズに応える図書資料の収集整備に努める。また、郷土資料・啄木資料の収集を積極的に行い、地

域学習の資料に供する。

（２）玉山区内の学校、企業、団体及び施設等と連携しながら図書館利用者の増加を図るとともに、各施設等への

定期配本事業により図書資料の利用促進に努める。

（３）子どもを対象にした各種行事を開催し、本に親しむ機会と読書環境の整備に努める。

（４）絵本の読み聞かせボランティア活動「えほんのへや」を継続して支援する。

７ 図書館資料

（１）蔵書数

年度
本館 自動車文庫 合計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度 － － －

年度 － － －

年度 － － －

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ レコード ビデオ その他 合計

年度

年度

年度

８ 利用状況

（１）全資料（視聴覚資料を含む）

年度 区分
本館

移動図書館 団体貸出 合計 開館日数
一般 児童

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

（２）視聴覚資料等利用ソフト数（館内視聴）※平成 年度からＤＶＤを追加した。

年度 ＣＤ レコード ビデオ ＤＶＤ 合計

年度

年度

年度

（３）視聴覚資料利用者数（館内視聴）

年度 一般 児童 計

年度

年度

年度

（４）視聴覚資料等利用ソフト数（館外貸出）

年度
Ｃ Ｄ ビデオ ＤＶＤ 合 計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度 ，

年度 ，

（５）その他の利用状況 

年度 入館者数
開館日数 リクエスト

件数

レファレンス

件数

インターネット予約件数

本館 移動図書館 人数 冊数

年度

年度

年度

平成 年度から冊数のみ。

＊インターネット予約件数は，市立，都南，渋民３館の総数である。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市渋民図書館

１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字鶴塚 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・渋民文化会館，渋民公民館との複合施設

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上 階建

延 ㎡

４ 設備の概要

・ 一般開架、児童開架、視聴覚コーナー 席、くつろぎコーナー 席、一般閲覧席 席、児童用閲覧席 席、

サービスカウンター、閉架書庫

・ 一般開架閲覧席 席、啄木コーナー 席、郷土資料コーナー、レファレンス 席

※ 視聴覚、講座、読み聞かせ等の事業は併設の公民館専門室を利用

５ 利用案内

・本 館 開館時間 午前 時～午後 時 分

休館日 月曜日（その日が国民の祝日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い国

民の祝日でない日）、年末年始（ 月 日～ 月 日）、４月～ 月までの各月の初日

（日曜日又は土曜日・火曜日に当たるときを除く）、図書の点検を行う日として教育長

が定める日（ 月 日～ 月 日）

・図書配本サービス 登録団体 施設）へ月 回実施

６ 重点事項

（１）市民のニーズに応える図書資料の収集整備に努める。また、郷土資料・啄木資料の収集を積極的に行い、地

域学習の資料に供する。

（２）玉山区内の学校、企業、団体及び施設等と連携しながら図書館利用者の増加を図るとともに、各施設等への

定期配本事業により図書資料の利用促進に努める。

（３）子どもを対象にした各種行事を開催し、本に親しむ機会と読書環境の整備に努める。

（４）絵本の読み聞かせボランティア活動「えほんのへや」を継続して支援する。

７ 図書館資料

（１）蔵書数

年度
本館 自動車文庫 合計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度 － － －

年度 － － －

年度 － － －

（２）逐次刊行物

年度 新聞 雑誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

年度 紙 誌

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ レコード ビデオ その他 合計

年度

年度

年度

８ 利用状況

（１）全資料（視聴覚資料を含む）

年度 区分
本館

移動図書館 団体貸出 合計 開館日数
一般 児童

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

年度

貸出冊数

日利用者数

新規登録者数 本館登録）

（２）視聴覚資料等利用ソフト数（館内視聴）※平成 年度からＤＶＤを追加した。

年度 ＣＤ レコード ビデオ ＤＶＤ 合計

年度

年度

年度

（３）視聴覚資料利用者数（館内視聴）

年度 一般 児童 計

年度

年度

年度

（４）視聴覚資料等利用ソフト数（館外貸出）

年度
Ｃ Ｄ ビデオ ＤＶＤ 合 計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度 ，

年度 ，

（５）その他の利用状況 

年度 入館者数
開館日数 リクエスト

件数

レファレンス

件数

インターネット予約件数

本館 移動図書館 人数 冊数

年度

年度

年度

平成 年度から冊数のみ。

＊インターネット予約件数は，市立，都南，渋民３館の総数である。 
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

区界高原少年自然の家

１ 所在地

・宮古市区界第 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 所 昭和 年 月 日

３ 施設・設備の概要

・建物面積 ◎ ㎡ ◎かぶと広場建物 ㎡

・活動エリア ㎡

・設備 ・管理棟 事務室，応接室，食堂，厨房，食品庫，食堂部事務室，男・女浴室，トイレ（男・

女），乾燥室，宿直室，機械室，ペレットボイラー室（別棟）

・宿泊棟 宿泊室 ベッド× 室，指導員室（ ），研修室（ ），リネン室，トイレ（男・

女各 ），洗面所（ ），学習室，工作室，トイレ（男・女），洗面所

・プレーホール

・キャンプ 野外管理棟，野外炊事場（ ），炊事用倉庫，野外テーブル（ ），営火場（ ），野

外トイレ，テントサイト（固定テント 大型 ・小型 ），設営テント（ ），テ

ント用倉庫，薪小屋

・体育館

・かぶと広場 山荘，休憩所，トイレ

・収容人員 宿泊室 人，テント宿泊 人

４ 利用案内

・休所日 月曜日（祝日のときは，その翌日），国民の祝日（土曜日，日曜日及び子どもの日を除く。），年末年始，

教育長が定めた日

・申込方法 電話で予約後，申込書を提出 （用紙は自然の家）

・交通案内 県北バス 急行区界バス停留所， 山田線区界駅 徒歩 分（ ）

・利用料金 利用料は無料

食費／（小学生以下）朝食 円・昼食 円・夕食 円，（中学生以上）朝食 円・昼食 円・

夕食 円，野外炊事／ （デザートあり） 円・ （デザートなし） 円，シーツ洗濯代／ 円。

ただし，キャンプファイヤ 用薪代等は実費（消費税を含む）。

５ 利用状況

年度 利用区分
主催

事業

学校教育団体 社会教育団体

一般 合計
開所

日数
幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

各
種
学
校

子
ど
も
会

親
子
Ｐ
Ｔ
Ａ

そ
の
他

年度

団体数

日実人数

延人数

年度

団体数

日実人数

延人数

年度

団体数

日実人数

延人数

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ ビデオ等 合計

年度

年度

年度

８ 利用状況

（１）図書資料

年度 区分
本館

自動車文庫 団体貸出 合計 開館日数
一般 児童

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

（２）視聴覚資料等利用ソフト数（館外貸出）

年度
ＣＤ ビデオ等 合 計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度

年度

 
（３）その他の利用状況

年度 入館者数 開館日数 リクエスト レファレンス

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

区界高原少年自然の家

１ 所在地

・宮古市区界第 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 所 昭和 年 月 日

３ 施設・設備の概要

・建物面積 ◎ ㎡ ◎かぶと広場建物 ㎡

・活動エリア ㎡

・設備 ・管理棟 事務室，応接室，食堂，厨房，食品庫，食堂部事務室，男・女浴室，トイレ（男・

女），乾燥室，宿直室，機械室，ペレットボイラー室（別棟）

・宿泊棟 宿泊室 ベッド× 室，指導員室（ ），研修室（ ），リネン室，トイレ（男・

女各 ），洗面所（ ），学習室，工作室，トイレ（男・女），洗面所

・プレーホール

・キャンプ 野外管理棟，野外炊事場（ ），炊事用倉庫，野外テーブル（ ），営火場（ ），野

外トイレ，テントサイト（固定テント 大型 ・小型 ），設営テント（ ），テ

ント用倉庫，薪小屋

・体育館

・かぶと広場 山荘，休憩所，トイレ

・収容人員 宿泊室 人，テント宿泊 人

４ 利用案内

・休所日 月曜日（祝日のときは，その翌日），国民の祝日（土曜日，日曜日及び子どもの日を除く。），年末年始，

教育長が定めた日

・申込方法 電話で予約後，申込書を提出 （用紙は自然の家）

・交通案内 県北バス 急行区界バス停留所， 山田線区界駅 徒歩 分（ ）

・利用料金 利用料は無料

食費／（小学生以下）朝食 円・昼食 円・夕食 円，（中学生以上）朝食 円・昼食 円・

夕食 円，野外炊事／ （デザートあり） 円・ （デザートなし） 円，シーツ洗濯代／ 円。

ただし，キャンプファイヤ 用薪代等は実費（消費税を含む）。

５ 利用状況

年度 利用区分
主催

事業

学校教育団体 社会教育団体

一般 合計
開所

日数
幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

各
種
学
校

子
ど
も
会

親
子
Ｐ
Ｔ
Ａ

そ
の
他

年度

団体数

日実人数

延人数

年度

団体数

日実人数

延人数

年度

団体数

日実人数

延人数

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

（３）視聴覚資料

年度 ＣＤ ビデオ等 合計

年度

年度

年度

８ 利用状況

（１）図書資料

年度 区分
本館

自動車文庫 団体貸出 合計 開館日数
一般 児童

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

年度

貸出冊数 －

日利用者数 －

新規登録者数 －

（２）視聴覚資料等利用ソフト数（館外貸出）

年度
ＣＤ ビデオ等 合 計

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

年度

年度

年度

 
（３）その他の利用状況

年度 入館者数 開館日数 リクエスト レファレンス

年度

年度

年度
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市子ども科学館

１ 所在地

・盛岡市本宮字蛇屋敷 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造 階 （一部 階）建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 第 展示室，第 展示室，第 研究室，第 研究室，文献資料室，収蔵庫，修理室，救護室，事務室

・ プラネタリウム室（ 席），第 展示室，工作室，実験室，図書室，会議室

・プラネタリウム ドーム直径 ，一方向座席，五藤光学製， ， Ⅱ，コンピュータ自動

演出装置付

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分（入館の受付は午後 時まで）

・休館日 毎週月曜日（ただし，祝・休日に当たるときは開館），祝・休日の翌日（土・日曜日を除く），

毎月最終火曜日，年末年始

・入館料

区 分
個 人 団 体（ 人以上）

展示室 プラネタリウム室 展示室 プラネタリウム室

子ども（ 歳～中学生） 円 円 円 円

一般（高校生以上） 円 円 円 円

・プラネタリウムの投映開始時刻

投映開始時刻

注 ： ， ： 及び ： は時期により予約専用となります。

注 開始時刻により，投映する番組が異なります。

６ 利用状況

年度 区分 一般 子ども 計 入館料減免 合計

展示室

プラネタリウム室

展示室

プラネタリウム室

展示室

プラネタリウム室

年度 開館日数
プラネタリウム

投映回数

日 回

日 回

日 回

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

６ 重点推進事項

〔教育目標〕

（１）恵まれた自然の中での野外活動を通して，自然の恩恵を知り，自然に親しむ心や敬けんの念を培うと共

に，感性や創造力を高める。

（２）集団宿泊生活を通して，それぞれの存在感を充足し，規律，友愛，協同，奉仕の心を養う。

（３）自然の中で心身を鍛え，自ら学び，自ら考える力を育てる。

〔重点推進事項〕

（１）学校教育団体への連絡・調整の充実

（２）指導の充実

（３）主催事業の充実（市民の学習機会の拡充）

（４）活動エリア等の整備

（５）利用促進（幼稚園・保育所，中学校並びに社会教育関係団体等）

（６）環境学習プログラムの実践
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

盛岡市子ども科学館

１ 所在地

・盛岡市本宮字蛇屋敷 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート造 階 （一部 階）建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 第 展示室，第 展示室，第 研究室，第 研究室，文献資料室，収蔵庫，修理室，救護室，事務室

・ プラネタリウム室（ 席），第 展示室，工作室，実験室，図書室，会議室

・プラネタリウム ドーム直径 ，一方向座席，五藤光学製， ， Ⅱ，コンピュータ自動

演出装置付

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分（入館の受付は午後 時まで）

・休館日 毎週月曜日（ただし，祝・休日に当たるときは開館），祝・休日の翌日（土・日曜日を除く），

毎月最終火曜日，年末年始

・入館料

区 分
個 人 団 体（ 人以上）

展示室 プラネタリウム室 展示室 プラネタリウム室

子ども（ 歳～中学生） 円 円 円 円

一般（高校生以上） 円 円 円 円

・プラネタリウムの投映開始時刻

投映開始時刻

注 ： ， ： 及び ： は時期により予約専用となります。

注 開始時刻により，投映する番組が異なります。

６ 利用状況

年度 区分 一般 子ども 計 入館料減免 合計

展示室

プラネタリウム室

展示室

プラネタリウム室

展示室

プラネタリウム室

年度 開館日数
プラネタリウム

投映回数

日 回

日 回

日 回

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

６ 重点推進事項

〔教育目標〕

（１）恵まれた自然の中での野外活動を通して，自然の恩恵を知り，自然に親しむ心や敬けんの念を培うと共

に，感性や創造力を高める。

（２）集団宿泊生活を通して，それぞれの存在感を充足し，規律，友愛，協同，奉仕の心を養う。

（３）自然の中で心身を鍛え，自ら学び，自ら考える力を育てる。

〔重点推進事項〕

（１）学校教育団体への連絡・調整の充実

（２）指導の充実

（３）主催事業の充実（市民の学習機会の拡充）

（４）活動エリア等の整備

（５）利用促進（幼稚園・保育所，中学校並びに社会教育関係団体等）

（６）環境学習プログラムの実践
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

姫神ふるさと学習センター

１ 所在地

・盛岡市玉山区馬場字葛巻 番地

・ （ ） －

２ 沿 革

平成 年 月に閉校となった姫神小学校の校舎及び校庭

を活用し，地域住民等が豊かな自然環境の中でふるさとの

歴史，文化，産業等にふれながら学習できる施設として整

備。平成 年 月 日開館し，平成 年 月 日に閉

館した。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 研修棟 鉄筋コンクリート造２階建 延 ㎡

屋内運動場 鉄骨造平屋建 ㎡

４ 設備の概要

・研修室，調理室，資料展示室，多目的室，屋内運動場，広場

５ 利用状況

年度 利用回数
利用者数

小学生 中学生 一 般 合 計

年度

年度

年度

６ 管 理

姫神自治会（平成 年３月 日まで）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

７ 運営方針

【使命】

子どもたちに科学する心を！

【行動指針】

私たちは，身近なものの中に科学・技術のおもしろさを発見できる科学館をめざします。

【今年度の活動テーマ】

つたえる

【今年度の重点事項】

（１）コンソーシアム運営業務

盛岡市及びコンソーシアム内の意思疎通を円滑にする。

（２）職員管理業務

職員が働きやすい環境整備と職員のスキルアップを図る。

（３）事業統括業務

各業務が円滑に行われるように，各所と連携を図る。

（４）渉外業務

外部団体との連携を図り，事業を発展させる。

（５）管理業務

適切な管理業務により，科学館を安心して楽しめる環境をつくる。

（６）受付業務

多くのお客様と笑顔でコミュニケーションを図る。適正な観覧料徴収を行う。

（７）広報業務

お客様に科学館の存在を知ってもらう。科学館がどんな場所なのか，どんなイベントをしているのかを魅力

的に伝える。

（８）営繕業務

お客様に快適，かつ安全に科学館を楽しんでもらう。館内で不具合が発生した際，現地対応で修繕ができる

ようにする。

（９）展示室交流業務

たくさんの人が展示室を利用できるようにする。展示室で新しい発見ができるようにする。

（ ）実験交流業務

たくさんの人が科学館を利用できるようにする。実験を体験できる来館者を増やす。

（ ）工作交流業務

たくさんの方が参加しているようにする。お客様がものづくりを楽しんでいるようにする。

（ ）天文交流業務

科学的要素をとり入れ，身近なものに置き換えた投映をおこなう。月々の観望会で次回に繋がる宣伝をする。

（ ）特別展・企画展業務

テーマを持った特別な展示を行い，ミッション遂行の一助とする。賑わいを創出する。

（ ）盛岡市少年少女発明クラブ運営業務

たくさんの方が発明クラブの活動を理解し，参加・協力したいと考えるようにする。様々な工作を経験する

ことで技術を学び，より良い作品作りができるようにする。

（ ）特機維持管理業務

専門知識を要する保守点検の一次対応を行い致命的な状況を回避すると共に，専門家への情報提供を行う。

（ ）教育支援業務

各種学校ニーズに応じた支援を行い，社会教育施設としての役割を果たす。

（ ）調査・研究業務

各業務に必要な資料・文献を収集する。利用者のニーズや満足度を調査し，業務に反映させる。

（ ）活用促進業務

多様な切り口で，人的，物的資源を活用し，賑わいを創出する中で，ミッションを達成する。

（ ）制作業務

科学館のブランド力をアップさせる。

８ 管理

盛岡サイエンスグループ
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〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

姫神ふるさと学習センター

１ 所在地

・盛岡市玉山区馬場字葛巻 番地

・ （ ） －

２ 沿 革

平成 年 月に閉校となった姫神小学校の校舎及び校庭

を活用し，地域住民等が豊かな自然環境の中でふるさとの

歴史，文化，産業等にふれながら学習できる施設として整

備。平成 年 月 日開館し，平成 年 月 日に閉

館した。

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 研修棟 鉄筋コンクリート造２階建 延 ㎡

屋内運動場 鉄骨造平屋建 ㎡

４ 設備の概要

・研修室，調理室，資料展示室，多目的室，屋内運動場，広場

５ 利用状況

年度 利用回数
利用者数

小学生 中学生 一 般 合 計

年度

年度

年度

６ 管 理

姫神自治会（平成 年３月 日まで）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 Ⅰ 社会教育機関・施設 〕

７ 運営方針

【使命】

子どもたちに科学する心を！

【行動指針】

私たちは，身近なものの中に科学・技術のおもしろさを発見できる科学館をめざします。

【今年度の活動テーマ】

つたえる

【今年度の重点事項】

（１）コンソーシアム運営業務

盛岡市及びコンソーシアム内の意思疎通を円滑にする。

（２）職員管理業務

職員が働きやすい環境整備と職員のスキルアップを図る。

（３）事業統括業務

各業務が円滑に行われるように，各所と連携を図る。

（４）渉外業務

外部団体との連携を図り，事業を発展させる。

（５）管理業務

適切な管理業務により，科学館を安心して楽しめる環境をつくる。

（６）受付業務

多くのお客様と笑顔でコミュニケーションを図る。適正な観覧料徴収を行う。

（７）広報業務

お客様に科学館の存在を知ってもらう。科学館がどんな場所なのか，どんなイベントをしているのかを魅力

的に伝える。

（８）営繕業務

お客様に快適，かつ安全に科学館を楽しんでもらう。館内で不具合が発生した際，現地対応で修繕ができる

ようにする。

（９）展示室交流業務

たくさんの人が展示室を利用できるようにする。展示室で新しい発見ができるようにする。

（ ）実験交流業務

たくさんの人が科学館を利用できるようにする。実験を体験できる来館者を増やす。

（ ）工作交流業務

たくさんの方が参加しているようにする。お客様がものづくりを楽しんでいるようにする。

（ ）天文交流業務

科学的要素をとり入れ，身近なものに置き換えた投映をおこなう。月々の観望会で次回に繋がる宣伝をする。

（ ）特別展・企画展業務

テーマを持った特別な展示を行い，ミッション遂行の一助とする。賑わいを創出する。

（ ）盛岡市少年少女発明クラブ運営業務

たくさんの方が発明クラブの活動を理解し，参加・協力したいと考えるようにする。様々な工作を経験する

ことで技術を学び，より良い作品作りができるようにする。

（ ）特機維持管理業務

専門知識を要する保守点検の一次対応を行い致命的な状況を回避すると共に，専門家への情報提供を行う。

（ ）教育支援業務

各種学校ニーズに応じた支援を行い，社会教育施設としての役割を果たす。

（ ）調査・研究業務

各業務に必要な資料・文献を収集する。利用者のニーズや満足度を調査し，業務に反映させる。

（ ）活用促進業務

多様な切り口で，人的，物的資源を活用し，賑わいを創出する中で，ミッションを達成する。

（ ）制作業務

科学館のブランド力をアップさせる。

８ 管理

盛岡サイエンスグループ
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